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(W≪ (T｡/EF)maxI△kl)では Leggett-Takagiの論 じた Orbitalsusceptibilityに関連
した項に比べて,intrinsicangularmomentumに関連 した項 (particle-holeasym metryを考
慮した )がdominantになる.又 pairbreakingが無視できる為にはW≪ Tであることが
必要であるが,この条件下では Orbitalsusceptibiltyに関連 した項よりも"normallocking"
term が dominantになるO従ってLeggett-Takagi型の運動方程式は COlisionlessregime
で pairbreakingeffectを無視 した時に得られるo (i)hydrodynamicregime(a,≪ ･(Tc/









前 + (7m･冒)7 - 釦 こ働 くtorque (1)
か こ働 くtorqueは1-ベクトルのbendingからくる部分と, SuPerfluidpartに相対的な









となるであろうo T二0を考えるとp-ベクトルに働 くtorqueのうち nOrmalpartの運
動による部分は消えるはずである｡そしてSuperrluidpartだけの運動方程式が得 られるは
ずであるが,彼等の式 (1)では InOrmalfluidvelocity v; が残ってしまうO理論の枠組
の中に,A-ベク ト/レが superfluid partに付随した量であることが正 しくとり入れら
れていない様に思われるが,理論をどの様に変更 したらよいかという事はあまり簡単
問題ではなさそうである｡
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ができる｡ そのような織 目構造は,たとえば Mermin一日02)ぁるいはAnderson-Toulouse3)
によって与えられている｡したがって 3He-A を回転させたとき,どのような構造が実
現されるかは,興味ある問題である｡
-D8-
